
島

木

赤

彦

`

噛

－

修

学

時

代

－

宮

川

康

雄

る
つ
旧
藩
時
代
の
塚
原
家
は
、
諏
訪
高
島
藩
の
分
限
帳
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
桶

一

,

一

,

師
で
あ
り
・
給
米
+
俵
二
人
扶
持
を
食
禄
し
て
い
た
・

島
木
赤
彦
の
誕
生
地
と
誕
生
日
に
つ
い
て
は
長
く

二
説
が
あ

っ
た
。
し
か
し

こ
の
塚
原
家
か
ら
は
宮
大
工
の
棟
梁
と
し
て
知
ら
れ
た
立
川
家
が
分
家
し
ズ

誕
生
地
は
長
野
県
諏
訪
郡
上
諏
訪
村

(
現
在
、
諏
訪
市
諏
訪
)
字

角

間

裏

で
あ

い
る
。
す
な
わ
ち
、
立
川
家
の
初
代
和
四
郎
冨
棟
は
塚
原
家
が
諏
訪
に
移

っ
て

り
、
誕
生
日
は
明
治
九
年
十
二
月
十
六
.日
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
か
つ
て
明

か
ら

の
七
代
目
忠
右
衛
門
泰
義
の
次
子
で
、
長
子
が
天
折
し
た
た
め
家
職
を
嗣

証
を
挙
げ
て
説
い
た
こ
と
が
麓
准
。
そ
れ
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は

々
べ
き
立
場
に
あ

っ
た
の
を
、
江
戸
に
出
て
大
丸
呉
服
店
に
奉
公
し
、
後
幕
府

再
説
し
な
い
。
赤
彦
の
父
は
塚
原
浅
茅

(
三
十
二
歳
)、
母
は
さ
い

(二
十
七
歳
)

の
御
用
大
工
の
棟
梁
、
本
所
立
川
通
に
居
を
構
、托
る
立
川
小
兵
衛
富
房

の
許
で

で
あ
る
。
本
名
の
俊
彦
は
父
に
よ

っ
て
命
名
さ
れ
た
。

b

修
業
.す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
技
禰
努
輩
に
抜
き

ん
出
た
と
こ
ろ
か
ら
立
川
姓

赤
彦
が
誕
生
し
た
時
の
家
族
は
、
他

に
、
泰
蔵
、
秀
彦
、
武
彦

の
三
人

の
兄

を
許
さ
れ
、
〔職
養
子
と
な
る
之
と
を
懇
望
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
辞
退
し
て
諏
訪

と
祖
母
さ
よ
が
お
り
、
あ
わ
せ
て
七
人

で
あ

っ
た
。
当
時
父

の
浅
茅
は
、
上
諏

に
帰
り
、
開
業
し
た
。
し
か
し
、彫
刻
の
技
術
の
不
足
を
自
覚
し
て
、
再
度
出
府
、

訪
か
ら
三
里
ほ
ど
離
れ
た
同
じ
諏
訪
郡

の
豊
平
村

(現
在
、
茅
野
市
豊
平
)
下
古

中
沢
五
兵
衛
に
宮
彫
を
学
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
帰
郷
後
、
社
寺
建
築
を
業

田
に
あ
る
古
田
学
校
に
教
員
と
し
て
つ
と
め
て
い
た
。

と
し
、
別
に

一
家
を
立
て
て
、
諏
訪
立
川
家

の
祖
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

塚
原
家
は
、
浅
茅

の
智
き

の
こ
し
た
記
録
に
よ
る
と
、
甲
排
巨
摩
郡
塚
原
村

富
棟
は
、
隣
国
に
も
活
動

の
範
囲
を
拡
大
し
た
。
就
中
、
幕
府
直
轄

の
工
尊

(現
在
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡
甲
西
町
)
を
苗
字
の
地
と
し
、
家
祖
三
河
守

頼

泰

以

で
あ

っ
た
三
河
の
浅
間
神
社
の
社
殿
の
建
築
に
際
し
て
は
、
社
殿
を
飾
る
す
べ

来
代
々
武
田
氏
に
属
し
た
と
い
う
。
武

田
氏
が
天
正
年
間
に
減
亡
し
た
後
は
、

て
の
彫
刻
の
仕
事
を

一
手
に
引
受
け
、
.二
代
和
四
郎
冨
昌

(卍
斎
)
に
手

伝
わ

寄
る
辺
を
頼

っ
て
隣
国
の
信
州
諏
訪
の
地
に
落
ち
延
び
、
当
地
の
大
名
諏
訪
氏

せ
て
、
三
+
熟
年
の
間
.あ

仕
事
に
従
瑛
し
、
.
つ
い
に
完
成
さ
せ
た
。
冨
棟
は

に
仕
え
た
。
諏
訪
氏
が
天
正
十
八
年
武
州
に
移
封
さ
れ
、
さ
ら
に
上
州
総
社
に

そ
の
功
績
に
よ

っ
て
内
匠
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
名
工
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に

転
封
さ
れ
た
際
に
も
随
行
、
諏
訪
氏
が
慶
長
六
年
に
旧
領
諏
訪
の
地
に
戻

っ
た

し
た
。
冨
昌
か
ら
以
後
の
代
に
な
る
と
、
.建
築
家
と
し
て
よ
り
も
彫
刻
家
と
し

時
に
も
従

っ
て
戻
り
、
以
後
当
地
に
定
住
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ

て
名
が
聞
こ
え
た
。
冨
昌
の
子
の
和
四
郎
冨
重
と
専
四
郎
冨
糧
の
兄
弟
な
ど
、

の
後
、
寛
文
十
年

に
省
を
蒙

っ
て
輩
禄

屏
居
を
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
悲
運
に
遭

一
家
か
ら
は
代
凌
彫
刻
の
名
手
が
あ
ら
わ
れ
、
立
川

一
門
の
名
声
は
広
く
世
に

ー

っ
た
が
、
ふ
た
た
び
召
出
さ
れ
て
明
治
維
新
に
至

っ
た
、
と
浅
茅
は
記
し
て
い

知
れ
わ
た

っ
た
の
で
あ
る
。
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